






その他のタイトル 1 Naichi encho shugi seisaku no tenkai to gimu







れなかった。1879 年に当局は教育令を公布し、学齢児童が少なくとも 16 カ月の普通教育
を受けること、そして 8 年制の公立小学校課程は地域によって 4 年に短縮できると規定し
た。この 4 年間のうち、毎年少なくとも 4 カ月以上の授業期間を設けたことにより、義務
年限は実質わずか 16 カ月に短縮された。さらに 1886 年には小学校令を公布し、小学校を
尋常小学校と高等小学校に区分し、修業年限をそれぞれ 4 年とした。そして前半の 4 年を
義務教育に定めた。1890 年の小学校令の改正により、義務教育の尋常小学校修業年限は 3
年または 4 年、高等小学校については 2 ～ 4 年となった。1900 年小学校令の再度の改正




















　1900 年 6 月に総督府事務官兼文書課長木村匡が学務課長に転任した際、台湾の初等教
育において義務教育を実施すべきだと主張した。これは総督児玉源太郎と民政長官後藤新
平の教育方針と相容れないものであったため、彼は翌年（1901）2 月に失職することとなっ
た。1903 年 11 月、後藤新平は台湾全島の小公学校長と各庁学事主任を召集して学事諮問
会を開いたが、ここでも一刻も早い義務教育実施を主張する者がいた 
5
。1904 年 6 月、三
 3 詳細は松本賢治・鈴木博雄『原典 近代教育史』（福村書店、1962 年）32 ～ 121 頁を参照。
 4 詳細は呉文星『日拠時期台湾師範教育之研究』（国立台湾師範大学歴史研究所、1983 年）12 ～ 13 頁
を参照。































1910・20 年における生徒数を見れば、書房はそれぞれ 1 万 5811 人・7639 人、これに対し











 6 詳細は木村匡「台湾の普通教育」（『台湾教育会雜誌』第 28 号、明治 37 年 7 月）1 ～ 13 頁を参照。
 7 詳細は持地六三郎「台湾に於ける現行教育制度」（『台湾教育会雜誌』第 31 号、明治 37 年 10 月）1
～ 7 頁を参照。
 8 詳細は呉文星「日據時代台灣書房之研究」（『思與言』第 16 巻第 3 期、1978 年 9 月）62 ～ 89 頁。「日
據時期台灣書房教育之再檢討」（『思與言』第 26 巻第 1 期、1988 年 5 月）101 ～ 108 頁を参照。





育機関として 4 年制の（男子）高等普通学校と 3 年制の女子高等普通学校を設置し、女子
高等普通学校には実科を置くと規定した。実業教育については、実業学校の修業年限を 3
年から 4 年に延長し、これとは別に簡易実業学校を新設した。高等教育では、専門学校に
修業年限 3 年あるいは 4 年の予科制度を設けた。本科の修業年限を 3 年としたが、医学専




































 10 「台湾教育令説明（上）・（下）」『台湾日日新報』第 6661・6662 号、大正 8 年 1 月 4・5 日、2 面。
 11 詳細は下村宏「台湾教育令に就いて」（『台湾時報』大正 8 年 9 月号）1 ～ 8 頁を参照。
 12 「台湾教育令説明（上）」『台湾日日新報』第 6661 号、大正 8 年 1 月 4 日、2 面。
 13 「義務教育問題」『台湾日日新報』第 6839 号、大正 8 年 6 月 30 日、2 面。
 14 詳細は春山明哲・若林正丈『日本植民地主義の政治的展開（1895 ～ 1934 年）──その統治体制と台























。1921 年 3 月 25 日、田総督は、東京で原敬首相に謁見
した際、台湾教育令改正の必要性を訴えた 
18
。後の 4 月 12 日にも、再び原敬首相に教育制
度の抜本的改善の必要があることを報告した 
19













　1921 年 6 月、総督府は台湾人の台湾議会設置請願運動に対応するため、地方制度の改
革に乗り出した。台湾総督府評議会官制と同会規程を制定し、評議会を設置し直すととも
に律令審議会を廃止した。同会は総督を会長、総務長官を副会長とし、総督府高級官僚と
 15 「田総督訓示（一）」『台湾日日新報』第 6989 号、大正 8 年 11 月 28 日、2 面。
 16 「日日小筆」『台湾日日新報』第 6991 号、大正 8 年 11 月 30 日、2 面。
 17 呉文星・廣瀨順皓・黄紹恆・鍾淑敏編『台湾総督田健治郎日記』（中）（中央研究院台湾史研究所、
2006 年）大正 10 年 1 月 31 日、37 頁。
 18 同上書、大正 10 年 3 月 25 日、104 頁。
 19 同上書、大正 10 年 4 月 12 日、132 頁。
 20 同上書、大正 10 年 4 月 30 日、156 頁。
 21 同上書、大正 10 年 6 月 5 日、205 頁。
